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	ファンド運営者の成功報酬等とインパクトKPIの達成状況を連動させることが基本的な発想となる。もっとも、ファンド運営者が受領する成功報酬等そのものではなく、ファンド運営者内部における当該成功報酬等のメンバー間での分配においてインパクトKPI又はファンド運営者独自に設定している当該運営者としてのインパクトKPIに連動させることも考えられる。例えばキーパーソンが成功報酬等の分配として最終的に受領する報酬をインパクトKPIと紐付けることもあり得る。
	(イ) 設定するインパクトKPIの内容
	基本的にはファンドレベルでのインパクトKPIを設定することになるが、具体的にどのようなKPIを設定するかについてはファンドのセオリーオブチェンジ（Theory of Change）を踏まえつつ検討することになる。例えば、環境的課題にフォーカスするファンドであればCO₂吸収・温室効果ガス削減の達成度やプラスチック汚染防止量といった指標がKPIとなり、社会的課題に取り組むファンドであれば女性の資産・所得の増加や対象地域の平均所得に対する家賃水準を指標として設定しているファンドもある。定量的な指標である...
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	(エ) インパクトKPI評価の主体
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